
  

 

 

 

 

 

 

文部科学省が今年４月に実施した、平成 30 年度全国学力・学習状況調査の結果について、全国を基準とした

経年推移等によって、本校の学力や学習の状況を保護者の皆様にお知らせします。結果によると、児童（生徒）

の生活習慣と学力には相関関係があることから、引き続き、保護者の皆様にもご協力をお願いいたします。 

 

 

 

学力調査結果の中から、本校と全国の経年比較（対全国比）をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問紙調査結果の中から、主な項目について、本校と全国の経年比較をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝食を毎日食べている 自分で計画を立てて勉強している 

授業時間以外、普段（月～金）１日の勉強時間 
学校のきまりを守っている 

平成 30 年度全国学力・学習状況調査の結果について 

＜学力調査結果の概要＞ 

 

○国語 Aについて 

 →漢字や読み取り問題の正答率が高い。 

○国語 Bについて 

 →記述式の問題は、正答率が低く、無回答の児童もいる。 

○算数（数学）Aについて 

 →数と計算、量と測定の領域では、全国値を上回っている。図形領域を苦手とする児童が多い。 

○算数（数学）Bについて 

 →どの問題も全国値とほぼ変わらない。二つ以上の条件になるとどちらか一方になり正答率が低

くなる傾向がある。 

○理科について 

 →基本的な用語や知識を問う問題は正答率が高いが、問題に即した回答になると低くなる。 

※本調査は、平成 19 年度から実施されています。 

※平成 23 年度は中止(東日本大震災)、平成 24 年度は一部の学校を対象にした抽出調査のため、掲載していません。 

＜質問紙調査結果の概要＞ 
〇授業改善について→概ね、全国値並み。 

〇家庭学習について→宿題の取り組みに対しては、昨年度に続き 100％回答であるが、 

読書・自主学習に関しては課題がある。 

〇学習規律について→学校のきまりについて、昨年度に引き続き回復傾向にある。 

〇生活習慣について→朝食をとる、決まった時刻の起床・就寝ができており、規則正しい生活が送れて

いる。 

平成 30 年 9 月 25 日 
枚方市立田口山小学校 

※次ページ以降に、「各教科に関する調査」「質問紙調査」における詳細な結果について公表しております。 

日頃の学習や学校生活の中で、様々な活動や体験に取り組み、最後までやり遂げる経験を

積み重ねていくことで、自尊感情を高める指導を行っていく。それにより、苦手な事柄に

挑戦し、また、粘り強く最後まで取り組む姿勢を育んでいく。 

家庭学習を含め学習習慣を身につけ、学習に関して積極的に取り組める環境を作っていく。 

※調査結果について 

教科や出題範囲が限られていることから、 

全国学力・学習状況調査により測定できるのは、学力の特定の一部分です。 

※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当て 

はまらない」「あてはまらない」を示しています。 

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は 100 にならない場合もあります。 

本校 

全国 

【全体概要】 

学力調査の結果 

 

質問紙調査の結果 

 

まとめ 

 



  

 

 

＜国語Ａ＞（主に知識に関する問題）                                

成果や課題があった設問 

【成果】                      

 

 

 

 

 

                                        ※ア～オの平均値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜国語Ｂ＞（主に活用に関する問題） 

 成果や課題があった設問 

【成果】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 無解答率 

本校 ７８．０ ７．５ 

全国 ７５．７ ６．４ 

 正答率 無解答率 

本校 ４７．３ ２．７ 

全国 ５６．０ ２．７ 

 正答率 無解答率 

本校 ７９．１ ０．０ 

全国 ７７．５ ０．６ 

 正答率 無解答率 

本校 ４６．４ １８．２ 

全国 ５２．３ １１．９ 

（考察） 

７敬語の使い方では、尊敬語と謙

譲語の使い分けを理解していない

児童が多い。 

「２」と解答した児童が多く、相

手や場面に応じて適切に敬語を使

えるようにすることが課題である。 

（主語が誰なのかを考えながら問

題を解くこと） 

問題を掲載してください。 

問題を掲載してください。 実際の問題を掲載してください。 

教科に関する調査 

（考察） 

３二記述問題では、問題文の中に

複数の条件があるときに全ての条

件を満たし解答できている児童が

少ない。 

原稿用紙のマスの使い方につい

ても、🔶の印から書けていなかった

り、句読点が最初のマスに書かれて

いたりする児童が多かった。読解力

も必要だが、今回の学力調査のよう

な問題形式に慣れる必要もある。 

（考察） 

８漢字の記述問題（ア～エ）では、

全国平均よりも高い数値になって

いることから、全体的に漢字を文の

中で正しく使う力がついていると

いえる。 

しかし「オ」の問題で「積」を「績」

と間違えている児童が多かったこ

とについては指導が必要。 

（考察） 

１二計画的に話し合うために、司

会の役割を捉えて問題を解くこと

ができている児童が多い。また、無

回答率が 0.0 であることから、解答

番号が間違っていても全員がきち

んと問題に取り組んだことは成果

だといえる。 

 この成果は授業中（学級活動な

ど）に自分たちで役割などを決めて

話し合い活動が行われているから

と考察する。 

問題を掲載してください。 

文の中で正しい漢字を使う 司会の発言の役割として、適切なものを選択する 

場面を想像し、適切な敬語を選択する ノートの一部を書く 

【詳細について】 



  

＜算数Ａ＞（主に知識に関する問題）                                

成果や課題があった設問 

【成果】                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜算数Ｂ＞（主に活用に関する問題） 

 成果や課題があった設問 

【成果】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 無解答率 

本校 ６８．２ ３．６ 

全国 ６２．９ １．７ 

 正答率 無解答率 

本校 ６６．４ ３．６ 

全国 ７３．５ ３．３ 

 正答率 無解答率 

本校 ７３．４ ４．６ 

全国 ７０．５ １．５ 

 正答率 無解答率 

本校 １５．６ ２５．７ 

全国 ２０．７ １８．０ 

（考察） 

空間図形に関する内容である。示

された表現方法を基に、空間の中に

ある立方体ウの位置について表現す

る。正答率は、大阪府、全国に比べ

て低い数値となっている。中でも、

①横、縦、高さの順で解答できてい

ないもの②数え間違い③他の立体の

位置を解答しているもの、など問題

の読み取りと注意不足が伺えた。ま

た、その他の誤答も 14.5％と高かっ

たことから空間把握を苦手とする児

童が多い結果となっている。 

（考察） 

 メモの情報とグラフを関連付け、

総数や変化に着目していることを解

釈し、それを記述する内容である。

メモ１とメモ２が着目している内容

を両方書く必要があるが、どちらか

一方の内容しか書いていない児童が

見られた。その他の誤答が 38.5％、

無回答が 25.7％と問題を理解できて

いない児童が 6 割以上という結果と

なった。この設問の正答率は 15.6％

と非常に低く、改めて資料の読み取

りから考えを記述する力が弱いこと

が浮き彫りとなった。 

（考察） 

基本的な計算力を問う問題であ

る。0.4mの重さが60ｇの針金を基に、

針金 0.2m の重さと針金 0.1m の重さ

について除法で表すことができる二

つの数量の関係を理解している児童

が多かった。正答率は、大阪府、全

国に比べて高い数値となっている。

なお、設問二の数量関係を数直線に

表すことも、よく出来ており、全体

的に成果が見られた。 

（考察） 

示された情報を解釈し、条件に合

う時間を求める内容である。正答率

は、大阪府、全国に比べて高い数値

となっている。全体の時間、玉入れ

ゲームに要する時間、中休みの時

間、結果発表と片付けの時間を整理

して、始めのルール説明に使える時

間を求めることができていた。 

空間の中にあるものの位置を正しく書く 
メモ１とメモ２は、それぞれ、グラフについてど

のようなことに着目して書かれているのかを書く 

全体で使える時間の中で、「ルールの説明」

に使える時間は何分かを書く 
針金 0.2m の重さと針金 0.1m の重さを書く 



  

＜理科＞                                

成果や課題があった設問 

【成果】                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 無解答率 

本校 ４４．５ ９．１ 

全国 ３５．９ ８．９ 

 正答率 無解答率 

本校 ４１．８ ０．９ 

全国 ４７．７ ０．６ 

（考察） 

電流の流れ方について、他者の予

想を基に、その結果を選択するとい

う問題である。問題文をきちんと読

み取れていないか、他者の予想から

の結果を予想できず、実際に示す結

果を選んでしまっている児童が多

い。 

（考察） 

正答率が 44.5％と全国値 35.9％

より大幅に上回っていた。めあてに

即した考察を結果から考え、キーワ

ードをもとに文章を考えることに

取り組んできた成果が出たのでは

ないかと考えられる。 

無回答率は全国より高いが、予想

される誤答以外のものを合わせる

と低くなっている。 

実験を通して導き出す結論を書く 

他者の予想を基に、検流計の針の向きと目盛りを選択する 



  

 

 

 

 

 

 

【成果のあった項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題が残った項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）授業改善について 

  ・各教科において、「読む」「書く」「話す」「聞く」活動の充実 

・「力だめしプリント」「ⅰプリ」を活用した基礎基本の定着 

  ・「ことばのちから」を活用し、ことばの力を育む 

  ・校内研修の充実 

・読書月間の取り組み 

 

（２）学習規律について 

  ・学習用具（えんぴつ・下敷き・ものさし等）の整備への声掛け 

  ・チャイムまでの授業準備（教科書・ノート）の定着 

  ・「聞く姿勢」の育成 

 

（３）家庭学習について 

  ・「家庭学習の手引き」「自学自習週間」などを活用した家庭学習習慣の定着 

・読書活動の推進 

 

自分には、よいところがあると思う 

授業時間以外、普段（月～金）１日の勉強時間 

（考察） 

毎日の朝食、宿題、決まった時間に寝るなどの基本的な生活習慣は全国を

上回っている。 

「自分にはよいところがある」や「将来の夢や目標を持っている」ことも

全国を上回っていて自尊感情が高い。 

（考察） 

一日の勉強時間や読書時間は全国を下回り、また目標とする一日一時間以上の学

習をしている児童が 51.9％にとどまっている。 

宿題や学校の規則など決められたことはきちんと取り組むが、積極的な学習に課

題がある。 

分析結果を踏まえて今年度中に取り組んでいくこと 

 

児童質問紙について 

学校の規則を守っている 
家で宿題をしている 

※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当て 

はまらない」「あてはまらない」を示しています。 

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は 100 にならない場合もあります。 

本校 

全国 

朝食を毎日食べている 

授業時間以外、普段（月～金）１日の読書時間 


